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Abstract 多様性が高い複雑システムを対象に、 ハードウェアおよびソフトウェアの組み合わせ、また、そ

の運用組織や人間の間の相互関係性、その望ましい姿やインタフェースについて様々な分析を行
い、機能と性能の最適化を図るための視点を整理し、全体統合システムの有効性と妥当性をどの
ようなプロセスで検証することが望ましいかを実際の諸問題に適用し、具体的な設計評価を行っ
た。コロナ禍のえいきょうにより、訪問調査、ディスカッションなどは遠隔的に行う必要があっ
たが、協力を得て着実に実施した。検証プロセスのフィールド調査は難しかった。技術システム
と社会システムの両面から多角的なデータを収集、分析し、多様性のある複雑 なシステムについ
て、多角的な視点からの検討を行った。本研究では、様々な複雑システムの具体例のデザインや
運用プロセスへの適用を通じて、インターフェス、視点、プロセス、検証などのあり方をいくつ
かのケースについて明確化した。
As to the highly diverse systems, some combinations of hard-wares and soft-wares and their
operating organizations and human-human interfaces were analyzed and arranged together
between them. Furthermore, to optimize their functions and performance, several actual cases
were applied for V&V. Under influence of COVID 19, some field works should be adjourned.
However, several cases were examined through designs of actual examples of complex systems
and operating processes for interfaces, view points, processes, and verifications.
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１．研究成果実績の概要

多様性が高い複雑システムを対象に、 ハードウェアおよびソフトウェアの組み合わせ、また、その運用組織や人間の間の相互関係性、
その望ましい姿やインタフェースについて様々な分析を行い、機能と性能の最適化を図るための視点を整理し、全体統合システムの有
効性と妥当性をどのようなプロセスで検証することが望ましいかを実際の諸問題に適用し、具体的な設計評価を行った。コロナ禍のえ
いきょうにより、訪問調査、ディスカッションなどは遠隔的に行う必要があったが、協力を得て着実に実施した。検証プロセスのフィール
ド調査は難しかった。技術システムと社会システムの両面から多角的なデータを収集、分析し、多様性のある複雑 なシステムについ
て、多角的な視点からの検討を行った。本研究では、様々な複雑システムの具体例のデザインや運用プロセスへの適用を通じて、イン
ターフェス、視点、プロセス、検証などのあり方をいくつかのケースについて明確化した。

２．研究成果実績の概要（英訳）

As to the highly diverse systems, some combinations of　hard-wares and soft-wares and their operating organizations and human-
human interfaces were analyzed and arranged together between them. Furthermore, to optimize their functions and performance,
several actual cases were applied for V&V. Under influence of COVID 19, some field works should be adjourned. However, several
cases were examined through designs of actual examples of complex systems and operating processes for interfaces, view points,
processes, and verifications.
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